おや、 おや！ こいつ 気が狂つ たみたい に 踊って 

いる。 タラント 蜘蛛に 咬まれ たんだな。 

『みんな 間違い (1)』 



もうよ ほど 以前の こと、 私 は ウィリアム • ルグ ラン 

君と いう 人と 親しくし ていた。 彼 は 古い ュグノ ー(2) 

の 一家の 子孫で、 かって は 富裕で あつたが、 うちつづ 

く 不運の ためす つかり 貧窮に 陥って いた。 その 災難に 

伴う 屈辱 を 避ける ために、 彼 は 先祖の 代から 住み慣れ 

たニュ 1-ォー リア ンズ (3) の 町 を 去って、 南 カロ 

ライナ 州の チヤ— ルス トンに 近い サリヴ アン島に 住む 

ことにな つ た。 



この 島 は 非常に 妙な 島 だ。 ほとんど 海の 砂ば かりで 

できて いて、 長さ は 三 マイル ほど ある。 幅 は どこでも 

四 分の 一 マイル を 超えない。 水鶏が 好んで 集まる、 

ねばつち あし しげ 

粘土に 蘆が 一 面に 生い 繁 つたと ころ を じくじく 流れる、 

ほとんど 目につかな いような 小川で、 本土から 隔てら 

れ ている。 植物 はもと より 少なく、 またあった にして 

もとても 小さな もの だ。 大きい という ほどの 樹木 は 一 

ようさ い 

本 も 見あたらない。 島の 西 端に はモ— ル トリ ー 要塞 

じんあい 

(4) が あり、 また 夏の あいだ チヤ— ルス トンの 塵埃と 

暑熱と をの がれて 来る 人々 の 住む みすぼらしい 木造の 

家が 何 軒 かあつて、 その 近くに は、 いかにも あの もしゃ 



もしゃした 棕櫚 (5) の 林が あるに はあった。 しかし 

この 西 端と、 海岸の 堅い 白い なぎさの 線と をの ぞいて 

は、 島 全体 は、 イギリスの 園芸家た ちの 非常に 珍重す 

る あの かんばしい 桃 金 嬢の 下生えで ぎっしり 蔽 われて 

かんぼく 

いるの だ。 この 灌木 は、 ここで はしばしば 十五 フィ ー 

ト から 二十 フィ —„ ^の 高さに もな つて、 ほとんど 通り 

抜けられない くらいの 叢林と なって、 あたりの 大気 を 

その かぐ わしい 芳香で みたして いる。 

この 叢林の いちばん 奥の、 つまり、 島の 東端から あ 

まり 遠くない ところに、 ルグ ラン は 自分で 小さな 小屋 

を 建てて、 私が ふとした ことから 初めて 彼と 知り あつ 



つく ことな どであった。 —— その 昆虫学の 標本の 

蒐集 は、 スワン メル ダム (6) のよう な 昆虫学者に 

せんぼう 

も 羨望され るく らいの ものだった。 こういった 遠出 を 

する 場合に は、 たいてい ジュ ピタ ー という 年寄りの 黒 

人が おとも をして いた。 彼 はルグ ラン 家の 零落す る 前 

に 解放され ていたの だが、 若い 「ウィル 旦那」 の あと 

について 歩く こと を 自分の 権利と 考えて、 おどかして 

も、 すかしても、 それ を やめさせる ことができ なかつ 

しんせき 

た。 ことによ つたら、 ルグ ランの 親戚の 者た ちが、 ル 

グ ランの 頭が 少し 変な の だと 思って、 この 放浪癖の 男 

を 監視し 後見させる つもりで、 ジ ュピタ ー に そんな 



「ああ、 君が ここへ 来る ことが わか つ て さえい たらな 

あ！」 とルグ ランが 言った。 「だがず いぶん 長く 会わ 

なかった し、 どうして 今夜に かぎって 訪ねて きて くれ 

るって ことが わかる もんかね？ 僕 は 帰りみ ちで 要塞 

の G —— 中尉に 会って、 まったく なんの 考え もな しに 

その 虫 を 貸して やつたん だ。 だから 君に は あすの 朝 ま 

で 見せる わけに は ゆかんの だ。 今晩は ここで 泊り たま 

え。 そしたら、 日の出に ジャップ を 取りに やらせる よ 

そ リゃぁ 実にす ばらしい もの だせ！」 

「何が？ —— 日の出が かい？」 

「ばかな！ 違うよ！ —— その 虫が さ。 ぴかぴかし 



こがねいろ くるみ 

た 黄金色 をして いて、 —— 大きな 胡桃の 実 ほどの 大き 

さで ね、 —— 背中の 一 方の 端近く に 真っ黒な 点が 二 つ 

あり、 もう 一方の ほうに はいくら か 長いの がー つ ある 

アン テニ — 

触角 は —— 」 

「錫なん て (7) あい つ にゃあち つ とも 入って いねえ 

んで がす、 ウィル 旦那。 わつ し は 前から 言って るんで 

がすが」 と、 このと きジ ュピタ ー が 口を出した。 「あの 

虫 は どこから どこまで、 羽根 だ きゃあ 別 だが、 外 も 中 

もす つかり、 ほんとの 黄金虫で さ。 —— 生れてから あ 

んな 重て え 虫 は 持った ことが ねえ」 

「なるほど。 としても だな、 ジャップ」 とルグ ラン は 



と インクと はあった けれども、 紙はなかった。 彼 は 引 

出しの なか を 捜した が、 一枚 も 見当らなかった。 

「な あに、 いいさ」 ととうとう 彼 は 言った。 「これで 間 

に 合う だろう」 と、 チョッキの ポケットから、 ひどく 

フ— ルズ キヤ ップ 

よごれた 大判 洋紙ら しい ものの きれっぱし を 取り出し 

て、 その上に ペンで 略図 を 描いた。 彼が そうして いる 

あいだ、 私 はま だ 寒け がする ので、 火の そば を 離れず 

にいた。 図が できあが ると、 彼 は 立ち上がらないで、 

それ を 私に 手渡しした。 それ を 受け取った とき、 高い 

(8) うなり 声が 聞え、 つづいて 扉 を がりがり ひっかく 

音が した。 ジ ュピタ ー が 扉 を あける と、 ルグ ランの 



いるよ」 

おうむが え 

「髑髏 だって！」 とルグ ラン は 鸚鵡返しに 言った。 I 

I 「うん、 —— そうだ、 いかにも 紙に 描いた ところで 

は 幾分 そんな 格好 をして るな、 たしかに。 上の 方の 二 

つ の 黒い 点 は、 眼の ように 見える し、 え、 そうだろう？ 

それから 下に ある 長いの は 口に 見える し、 それに. 

全体の 形が 楕円形 だからね」 

「たぶんそう だろう」 と 私 は 言った。 「しかし だね、 ル 

グ ラン、 君 は 絵が 上手 じ やない ねえ。 とにかく、 その 

虫の 本物 を 見る まで 待た なくち やならん、 どんな ご 面 

相 をして いるの か 知ろうと 思 つ たらね」 



えら わるせ。 きっと 君 は その 虫 を scaraboeus capiut 

hominis (人頭 甲虫) とか、 何 かそうい つたよう な 名 

をつ ける だろう ね。 博物学に はそう いうよう な 名 

前が たくさん あるから ね。 ところで、 君の 話した あの 

触角と いうの は どこに あるんだ い？」 

「触角！」 とルグ ランが 言った。 彼 はこの 話題に 奇妙 

に 熱中して いるよう だった。 「触角 は 君に は 見える は 

ず だと 思 うんだ が。 僕 は、 実物の 虫に ついている とお 

リに はっきりと 描い たんだし、 それで 十分 だと 思 うん 

だが な」 

「うん、 そうかね え」 と 私 は 言った。 「きっと 君 は 描い 



ライティ ング . 1 アスク 

丁寧に しまいこみ、 それ を 書 机 のなかに 入れて、 

錠 を かけた。 彼の 態度 は 今度 はだん だん 落ちつい てき 

た。 が 最初の 熱中して いるよう な 様子 はまった くな く 

なって いた。 それでも、 むっつりして いると いうより 

ぼうぜん ふ 

も、 むしろ 茫然と している ようだった。 夜が 更ける に 

したがって 彼 はます ます 空想に 夢中に なって ゆき、 私 

が どんな 洒 落 を 言 つても それから 覚ます ことができな 

かった。 私 は 前に たびたび そこに 泊った ことがあ るの 

あるじ 

で、 その 夜 も 小屋に 泊る つもりだった が、 なにしろ 主 

が こんな 機嫌な ので、 帰った ほうがい いと 思った。 彼 

は 強いて 泊って 行けと は 言わなかった が、 別れる とき 



に は、 いつもよりも もっと 心 を こめて 私の 手 を 握った- 

それから 一力 月ば かり もた つたころ (その あいだ 私 

はルグ ランに ち つ とも 会わな か つた)、 彼の 下男の ジ ュ 

ピタ ー が 私 を チヤ ー ルス トンに 訪ねて 来た。 私 は、 こ 

の 善良な 年寄りの 黒人が こんなに しょげて いるの を、 

それまでに 見た ことがなかった。 で、 なに かたい へん 

な 災難が 友の 身に 振り かかった ので はなかろう かと 気 

づ かった。 

「おい、 ジャップ」 と 私が 言った。 「どうしたん だい？ 

—— 旦那 はどう かね？」 

「へえ、 ほんとの こと を 申します と、 旦那 さま、 うち 



の 旦那 は あんまりよ くねえん でが す」 

「よくない！ それ はほんと に 困った こと だ。 どこが 

悪い と 言って いるの かね？」 

つ J 

「それ、 そこが です よ！ どこも 悪い と 言って いらつ 

しゃら ねえ だが、 —— それが てえ へん 病気なん でが す」 

「たいへん 病気 だって！ ジ ュピタ ー。 —— なぜお 前 

はすぐ そう 言わな いんだ？ 床に 寝て いるの かい？」 

「いいや、 そうでね え！ —— どこに も 寝て いねえん 

で、 そこが 困った こつで、 わつ し は可哀 えそ 

うな ウィル 旦那の ことで 胸が い つべ えになる ん でが 

す」 



しのい ままで 見た ことのね え 変て こな 数字で さ。 ほん 

とに、 わつ し はおつ かなくな つてき ました だ。 旦那の 

する こと にゃあし つ かり 眼 を 配って なけり やなん ねえ。 

こねえ だ も、 夜の 明けね え うちにわ つし をまい て、 そ 

いちん ち けえ 

の 日 一日い ねえんで がす。 わつ し は、 旦那が 帰って来 

たらした たかぶん 殴って くれようと 思って、 でつ けえ 

棒 を こせえ ときました。 だけど、 わつ し は 馬鹿で、 

どうしても そんな 元気が 出ね えんで がす。 —— 旦那が 

あんま リ可哀 えそうな 様子 をして るで」 

「え？ なんだ つて？ うん、 そうか！ I 

I まあまあ、 そんな かわいそうな 者に は あんまり 手荒 



たおつ 放さな けり やなん なかった だ。 —— そんと きに 

咬まれた に ちげ えね え。 わつ し は 自分 じゃあ あの 虫の 

口の 格好が 気に 食わね えんで、 指で は 持ちた くねえ と 

思って、 めつ けた 紙つ きれで つかまえました だ。 紙に 

包んで しまって、 その 紙つ きれの 端 を そいつの 口に 押 

しこんで やりました だ、 —— そんなぐ あいに やつたん 

で 力す」 

「じゃあ、 お前 は 旦那が ほんとうに その 甲虫に 咬まれ 

て、 それで 病気に なった の だと 思 うんだ な？」 

「そう 思 うんじ や > ぜ えません、 そうと 知 つてる 

んで がす。 あの 黄金虫に 咬まれ たんで なけり や あ、 ど 



と、 業 はほんと うに |n じている。 

ひょう ほんだな 

この 前お 目に かかって 以来、 僕の 標本 棚に はな 

んら 加うる ところがな い。 

もしなん とか ご 都合が ついたら、 ジ ュピタ ー と 同 

道に て 来て くれた まえ。 ぜひ 来て くれた まえ。 重大 

な 用件に ついて、 今晩お 目に かかりたい。 もっとも 

重大な 用件で ある こと を 断言す る。 

敬具 

ウィリアム • ルグ ラン」 

この 手紙の 調子に は どこか 私に 非常な 不安 を 与える 



は 午後の 三時 ごろだった。 ルグ ラン は 待ち こがれて い 

た。 彼 は 私の 手 を 神経質な 熱 誠 を こめて つかんだ 

ので、 私 はび つくりし、 また すでにいだ いていた あの 

疑念 を 強く した。 彼の 顔色 はもの 凄い くらいにまで 

あおじろ 

蒼白く、 深く くぼんだ 眼 は ただならぬ 光で 輝いて いた。 

彼の 健康に ついて 二 こと 三 こと 尋ねてから、 私 は、 な 

に を 言って いいかわから なかった ので、 G —— 中尉 か 

かぶとむし 

らもう 例の 甲虫 を 返して もらった かどう かと 尋ねた。 

「もらった とも」 彼 は 顔 を さっと 真っ赤に して 答えた。 

「あの 翌朝 返して もらつ たんだ。 もう どんな ことがあ 

ろうと、 あの 甲虫 を 手放す もの か。 君、 あれに ついて 



—— 」 

「ねえ、 ルグ ラン 君」 私 は 彼の 言葉 を さえぎって 大声 

で 言った。 「君 はたし かにぐ あいがよ くない。 だから 

少し 用心した ほうがい いよ。 寝た まえ。 よくなる まで 

僕 は 二、 三日 ここにい るから。 君 は 熱が あるし —— 」 

「脈 をみ たまえ」 と 彼 は 言った。 

私 は 脈 をと つてみ たが、 実のところ、 熱の ありそう 

な 様子 はちつ ともなかった。 

「しかし 熱はなくて も 病気 かもしれ ない よ。 まあ、 今 

度 だけ は 僕の 言う とおりに して くれた まえ。 第一 に 寝 

るの だ。 次に は 1 



て、 ともかく 日の出 ごろに は 戻って 来られる だろう」 

「では 君 は、 この 君の 酔狂が すんで しまって、 甲虫 一 

件が だ (ちえつ！)、 君の 満足す るよう に 落着したら、 

そのと き は 家へ 帰って、 医者の 勧告と 同じに 僕の 勧告 

に 絶対にし たがう、 つて こと を、 きっと 僕に 約束す る 

かね？」 

「うん、 約束す る。 じゃあ、 すぐ 出かけよう。 一 刻 も 

ぐずぐず しちや あおられな いんだから」 

気が 進まぬな がら 私 は 友に 同行した。 我々 は 四時 ご 

ろに 出発した、 —— ルグ ランと、 ジ ュピタ ー と、 犬と、 

私と だ。 ジ ュピタ ー は 大鎌と 鋤と を 持って いたが、 I 



き 

I それ を みんな 自分で 持って行 くと 言い張って 肯 かな 

かった の は、 過度の 勤勉 や 忠実から というよりも、 そ 

のど ちらの 道具で も 主人の 手のと どくと ころに 置く こ 

と を 恐れる からら しく、 私に は 思われた。 彼の 態度 は 

がんこ くちびる 

ひどく 頑固で、 みちみち 彼の 唇 を もれる の は 「あの 

いまいましい 虫め が」 という 言葉 だけであった。 私 は 

が ん ど う 

というと 龕灯 (9) を 二つ ひきうけ たが、 ルグ ラン は 

むちな わ 

例の 甲虫 だけで 満足して いて、 それ を 鞭 索の 端に くく 

りつけ、 歩きながら 手品師の ような 格好で そいつ をく 

るく る 振り まわして いた。 私 は 友の 気の ふれて いる こ 

とのこの 最後の 明白な 証拠 を 見た ときには、 どうに も 



その 岩 は 地面の 上に ただ ごろごろ ころが つ ている らし 

く、 たいてい はよりか かってい る 樹木に 支えられて、 

やっと 下の 谷底へ 転落し ないで いるの だ。 さまざまな 

方向に 走って いる 深い 峡谷 は、 あたりの 風景に いっそ 

せいぜん 

う 凄 然とした 森厳の 趣 を そえて いるので あった。 

我々 の よじ登つ たこの 天然の 高台に は t 茨が 一 面 を 

蔽 つていて、 大鎌がなかったら とても 先へ 進む ことが 

できまい という ことが すぐ わか つた。 ジ ュピタ ー は 主 

人の 指図に よって、 途方 もな く 高い 一本の ゆりの 木の 

根 もとまで、 我々 のために 道 を 切り ひらき はじめた。 

その ゆりの 木と いうの は 八本から 十本ば かりの 樫の 木 



年寄りの 黒ん ぼ を 相手に 喧嘩して ばかり さ。 ちょっと 

冗談 を 言 つた だけで がすよ。 わつ しが あの 虫 を 怖が 

るって！ あんな 虫 ぐれえ、 なんとも 思う もんかね 

え？」 そう 言つ て 彼 は 用心深く 紐の いちばん 端 をつ か 

み、 できるだけ 虫 を 自分の 体から 遠く はなして、 木に 

登る 用意 をした。 

アメリカの 森林 樹 のなかで もっとも 荘厳な ゆりの 木、 

つまり Liriodendron Tulipifemm (訳注 「ゆりの 木」 

の 学名) 〔# 「訳注 「ゆりの 木」 の 学名」 は 割り注 (2 行に) U 

は、 若木の ときには、 幹が 奇妙に なめらかで、 横 枝 を 

出さずに しばしば 非常な 高さにまで 生長す る。 しかし、 



かに ひどく 面 くらって はいた けれど、 もの 思わ しげに 

額 をぬ ぐうと、 また ふたたび 鋤 を取リ はじめた。 それ 

までに 我々 は 直径 四フィ ） ^の 全 円 を 掘つ てし ま つ て 

いたの だが、 今度 は 少し その 範囲 を 大きく し、 さらに 

ニフィ ー ト だけ 深く 掘った。 それでも やはりな にも あ 

ら われて 来なかった。 あの 黄金 探索 者 は、 私 は 心から 

彼 を 気の毒に 思った が、 とうとう、 顔 一面に はげしい 

失望の 色 を 浮べながら 穴 か ら 這 い 上がり、 仕事 を 始め 

うわぎ 

ると きに 脱ぎ すてておいた 上衣 を、 のろのろ といやい 

やながら 着 はじめた。 その あいだ 私 はなに も 言わな 

かった。 ジュ ピタ— は 主人の 合図で 道具 を 寄せ はじめ 



する 例の 杭 を、 もとの 位置から 三 インチば かり 西の方 

へ 移した。 それから、 前の ように 巻尺 を 幹の いちばん 

近い 点から 杭まで ひっぱり、 それ を さらに 一直線に 五 

十 フィ— トの 距離まで のばして、 さっき 掘った 地点 か 

ら数^ -— ド 離れた 場所に 目標 を 立てた。 

その 新しい 位置の 周囲に、 前のより はいくら か 大き 

い 円 を 描き、 ふたたび 我々 は 鋤 を 持って 仕事に とり か 

かった。 私 は おそろしく 疲れて いた。 が、 なにが そう 

いう 変化 を 自分の 気持に 起させた のか ちっとも わから 

なかった けれど、 もう 課せられた 労働が 大して 厭で は 

なくなった。 私 は 奇妙に 興味 を 感じて きた。 —— いや、 



とな どから 考える と、 明らかにな にか ある 鉱化 作用 I 

I たぶん 塩化 第一 一水 銀の 鉱化 作用 —— を ほどこされて 

いるので あった。 長さ は 三 フィ— ト半、 幅 は 三フィ ー 

たんてつ たが 

ト、 深さ は 二 フィ— ト 半あった。 鍛鉄の 箍で しっかり 

と 締め、 鋇を 打って あって、 全体に 一種の 格子 細工 を 

なして いる。 箱の 両側の、 上部に 近いと ころに、 鉄の 

鐶が 三つず つ —— みんなで 六つ —— あり、 それによ つ 

て 六 人で しつ かり 持つ ことができる ようにな つてい る。 

我々 が 一 緒に なって あらんかぎりの 力 を 出して みたが、 

底 を ほんの 少しば かり ずらす ことができ ただけ であつ 

た。 こんな 恐ろしく 重い もの はとうて い 動かせな いと 



ンは 興奮の あまり へとへと になって いるよう で、 ほと 

んどロ もき かなかった。 ジュ ピタ— の 顔 はちよ つとの 

あいだ 黒人の 顔と して はこれ 以上に はなれない ほど、 

あおじろ 

死人の ように 蒼白くな つた。 彼 は あっけに とられて I 

きち 

I 胆を つぶして いるら しかった。 やがて 彼 は 穴の なか 

ひざ そで ひじ 

に 膝 をつ いて、 袖 を まくり上げた 両腕 を 肘のと ころ ま 

で 黄金の なかに 埋め、 ちょうど 湯に 入って 好い気 持に 

なって でもい るよう に、 腕 を そのままに していた。 と 

ためいき ひとりごと 

うとう、 深い 溜 息をつきながら、 独 言の ように 叫んだ。 

「で、 こり や あみん な あの 黄金虫から なんだ！ あの 

き れ いな 黄金虫！ わつ しが あんなに 乱暴に 悪口 言 つ 



とがで きた。 取り出した 品物 は 1 次の あいだに 置いて、 

その 番をさせる ために 犬 を 残し、 我々 が 帰って来る ま 

では、 どんな ことがあっても その 場所から 離れぬ よう、 

また 口 を 開かぬ ようにと、 ジ ュピタ ー から 犬に きびし 

く 言い つけた。 それから 我々 は 箱 を 持って 急いで 家路 

についた。 そして 無事に、 だが 非常に 骨 を 折った のち 

に、 小屋へ 着いた の は、 午前 一時だった。 疲れき つて 

いたので、 すぐ またつ づけて 働く という こと は 人間業 

ではで きない ことだった。 我々 は 二 時まで 休み、 食事 

をと つた。 それから すぐ、 幸いに 家の なかに あった 三 

つの 丈夫な 袋 をたず さえて、 山に 向って 出発した。 四 



かかった。 秩序と か 排列と かいった ような もの は 少し 

もなかった。 なにもかも 雑然と 積み重ね てあつた。 す 

ベて を 念入りに 択り 分けてみ ると、 初めに 想像して い 

たよりも もっと 莫大な 富が 手に入った ことが わかった。 

貨幣で は 四十 五 万 ドル 以上 もあった。 —— これ は 一 つ 

一 つの 価格 を、 当時の 相場 表に よって、 できるだけ 正 

確に 値ぶ みして である。 銀貨 は 一枚 もなかった。 みん 

な 古い 時代の 金貨で、 種類 も 種々 様々 だった。 —— フ 

ランス や、 スペイン や、 ドイツの 貨幣、 それに ィ ギリ 

スのギ 二 ー 金貨 (^) が 少し、 また、 これまで 見本 を 

見た こと もない ような 貨幣 もあった。 ひどく 磨り へつ 



金時計が 入って いないの だ。 そのな かの 三 個 はたし か 

に それぞれ 五 百 ドルの 価 は ある。 時計の 多く は 非常に 

古くて、 機械が 腐食の ために 多少と もい たんで いるの 

で、 時 を 測る ものと して は 無価値であった。 が、 どれ 

もこれ も 皆 たくさんの 宝石 を ちりばめ、 高価な 革に 

入って いた。 この 箱の 全 内容 を、 その 夜、 我々 は 百 五 

十万 ドルと 見 積った。 ところが、 その後、 その 装身具 

や 宝石 類 を (いくつか は 我々 自身が 使う のに 取って お 

いたが) 売り払って みると、 我々 が この 財宝 をよ ほど 

安く 値ぶ みして いた ことが わかった のだった。 

しず 

いよいよ 調べが 終って、 はげしい 興奮が いくらか 鎮 



難破船 はよ ほど 長い あいだ そこに ある ものら しかった。 

というの は、 ボ —„ ^の 用材ら しいと いう ことが やっと 

わかる ほどだった から。 

さて、 ジュ ピタ— がその 羊皮紙 を 拾い上げ、 甲虫 を 

そのな かに 包んで、 僕に 渡して くれた。 それから 間 も 

なく 僕たち は 家へ 帰り かけた が、 その 途中で G —— 

ちゅうい ようさ い 

中尉に 会った。 虫 を 見せた ところ、 要塞へ 借りて 行き 

たいと 頼む の だ。 僕が 承知す ると、 彼 はすぐ に その 虫 

を、 それの 包んで あった 羊皮紙の なかへ 入れないで、 

そのまま 自分の チヨ ツキの ポケット のなかへ 突つ こん 

でし まった。 その 羊皮紙 は 彼が 虫 を 調べて いる あいだ 



てし まっていた けれど、 もとの 形が 長方形で ある こと 

はわかった。 実際、 それ はちょう ど控 書と して —— な 

にか 長く 記憶し 大切に 保存す ベ きこと を 書きし るす も 

のとして —— 選ばれ そうな ものなん だ」 

「しかし だね」 と 私が 言葉 を はさんだ。 「君 は、 甲虫の 

絵 を 描いた ときには その 頭蓋骨 は 羊皮紙の 上に なか つ 

たと 言う。 とすると、 どうして ボ —， ^と 頭蓋骨の あい 

だ に 連絡 を つけ るんだ い？ —— そ の 頭蓋骨 の ほう は、 

君 自身の 認める ところに よれば、 (どうして、 また 誰に 

よって、 描かれた か、 という こと はわ からん が) 君が 

甲虫 を 描いた のちに 描かれた にちがいないん だからね 



業で 描かれ たんじ やない。 それ にもかかわらず 描いて 

あつたんだ。 

ここまで 考えて くると、 僕 は そのと きの 前後に 起つ 

た あらゆる 出来事 を、 十分 はっきり 思い出そうと 努め 

また 実際 思い出し たの だ。 気候の ひえびえ する 日で 

(ほんと に 珍しい ことだった！) 炉には 火が さかんに 

燃えて いた。 僕 は 歩いて きたので 体が ほてって いたか 

ら、 テ— ブルの そばに 腰かけて いた。 だが 君 は 子 を 

炉の すぐ 近くへ ひきよせ ていた。 僕が 君の 手に 羊皮紙 

を 渡し、 君が それ を 調べよう としたち ようど そのと き 

やつ 

あの 二 ュ ー フ アウン ド ランド 種の ウルフの 奴が 入って 



あった。 不純 酸化 コバルト を 王 水 に 浸し、 その 四 

倍の 重量の 水に 薄めた ものが、 ときどき 用いられる。 

すると 緑色が 出る。 コバルトの 鈹 (U) を 粗製 硝酸に 

溶かした もの だと、 赤色が 出る。 これらの 色 は、 文字 

を 書いた 物質が 冷却す ると、 そのの ち 速い 遅い の 差 は 

あっても、 消えて しまう。 が、 火に あてる と、 ふたた 

び あらわれて くるの だ。 

僕 は そこで 今度 は その 髑髏 を よくよく 調べ てみ た。 

と、 外側の 端の ほう —— 皮 紙の 端に いちばん 近い 絵の 

端の ほう は、 ほかのと ころより はよ ほど はっきり 

している。 火気の 作用が 不完全 または 不平等だった こ 



ど あの 瞬間に 犬が 入って 来なかったなら、 僕が 決して 

髑髏に 気がつき はしなかった ろうし、 したがって 宝 を 

手に入れる こと もで きなかった ろうとい うこと は、 ほ 

ん とに、 ほんの 偶然の ことじ やない か？」 

「だが 先 を 話した まえ、 —— じれったくて たまらない 

よ」 

「よしよ し。 君 はもち ろん、 あの世 間に ひろまつ てい 

る たくさんの 話 —— キッド (^) とその 一 味の 者が 大 

西洋の どこかの 海岸に 金 を 埋めた という、 あの 無数の 

ばくぜん うわさ 

漠然とした 噂 —— を 聞いた ことがあ るね。 こういう 

噂 はなに か 事実の 根拠が あつたに ちがいない。 そして、 



あてて みた。 が、 なにも あらわれなかった。 そこで 今 

度 は、 泥の ついている ことが この 失敗と なに か 関係が 

あるか もし れん、 と 考えた。 だから 羊皮紙に 湯 を かけ 

て 丁寧に 洗い、 それから 錫の 鍋の なかへ 頭蓋骨の 絵 を 

かまど 

下に 向けて 入れ、 その 鍋 を 炭火の 竈に かけた。 二、 三 

分た つと、 鍋が すっかり 熱くな つたので、 羊皮紙 を 取 

りの けて みると、 なんとも 言えない ほど 嬉し か つたこ 

とに は、 行に なって 並んで いる 数字の ような ものが、 

はんて，.？ 

ところどころに 斑点に なって 見え るんだ ね。 それで ま 

た 鍋の なかへ 入れて、 もう 一分 間 そのまま にして おい 

た。 取り出して みると、 全： K: がちょう ど 君の いま 見る 



とおりに なって いたんだ」 

こう 言って、 ルグ ラン は 羊皮紙 を また 熱して、 私に 

それ を 調べさせた。 髑髏と 山羊との あいだに、 赤い 色 

で、 次の ような 記号が 乱雑に 出て いる。 —— 

^JJt 305))6ひ4826)4 1- 31.)； 806ひ48 T8 

c=60))85;l ++ 3++ so 卞 83(88)5* 卞；46(；88*96*?;8)* 

++(；485)；5* 卞^++ (； 4956*2(5* |5*=8*； 4069285)；) 6 

卞,++.1;^.1 9;48081ふ：8 1. 1;48 t 85;4)485 t 

528806*81(1 9;48;(88;4(++?34;48)4 ++; 161;: 188;++ 

も § 



「しかし」 と 私 は 紙片 を 彼に 返しながら 言った。 「僕 

なぞ 

にゃあ やっぱり、 まるで わからな いな。 この 謎 を 解い 

たら ゴル コンダ (M) の 宝石 を みんな もらえる として 

も、 僕 はとても それ を 手に入れる こと はで きないね え」 

「でもね」 とルグ ランが 言った。 「これ を 解く こと は、 

決して むずかしく はな いんだよ。 君が この 記号 を 最初 

に ざっと 見て 想像す る ほどに はね。 誰でもた やすく わ 

かるだろう が、 この 記号 は 暗号 をな している の だ。 I 

I つまり、 意味 を 持って いるの だ。 しかし、 キッドに 

ついて 知られて いる ことから 考える と、 彼に そう 大し 



いう こと は、 大いに 疑わしい な。 事実、 連続した 読み 

やすい 記号が、 一度 それと わかって しまえば、 その 意 

味 を 展開す る 困難な ど は、 僕 はなん とも 思わなかった。 

いまの 場合で は —— 秘密 文書の 場合で は 実際す ベ て 

そうだが —— 第 一 の 問題 は 暗号の 国語が 何 語 かとい う 

ことなんだ。 なぜなら、 解釈の 原則 は、 ことに 簡単な 

暗号と なると、 ある 特定の 国語の 特質に よるので ある 

し、 また それによ つて 変リ もす るんだ からね。 一般に、 

どの 国語 かが わかる まで は、 解釈 を 試みる 人の 知って 

いる あらゆる 国語 を ( 蓋然率 にした が つて) 実験して 

みるより ほかに 仕方がない。 だが いま 僕たちの 前に あ 



る この 暗号で は、 署名が あるので、 この ことにつ いて 

の いっさいの 困難が 取リ のぞかれ ている。 『キッド』 

という 言葉の 洒落 は 英語 以外の 国語で はわから ない も 

の だ。 こういう 事情がなかったなら、 僕 はまず ス ペイ 

ン 語と フランス語 とで やり はじめた ろうよ。 スパ 二 ッ 

シュ • メイン (^) の 海賊が この種の 秘密 を 書く とす 

れ ばたい ていその どちら かの 国語だろう からね。 とこ 

ろが そういう わけ だ つ たから、 僕 はこの 暗号 を 英語 だ 

と 仮定した。 

ごらんの とおり、 語と 語との あいだに はなん の 句切 

り もない。 句切りが あったら、 仕事 は 比較的 やさし 



かったろう。 そういう 場合に は、 初めに 短い 言葉 を 対 

照し、 分析す る。 そしても し、 よく あるよう に、 一 字 

の 語 (たとえば a とか、 I とかいう 語 だね) が 見つかつ 

たら、 解釈 はまず できた と 思って いいの だ。 しかし、 

句切りが 少しもな いので、 僕の 最初に とるべき 手段 は、 

いちばん 多く 出て いる 字と、 いちばん 少しし か 出て い 

ない 字と を、 つきとめる ことだった。 で、 すっかり 数 

えて、 僕 はこうい う 表 を 作った。 

8 という 記号 は 三十 三 ある 
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さて、 英語で もっとも しばしば 出て くる 字 は e だ。 

それから a oidh n r s t u y c f gl m w b k p 

q X z という 順序に なって いる。 しかし e は 非常に 多 

いので、 どんな 長さの 文章で も、 一 つの 文章に e がい 

ちばんた くさん 出て いないと いう こと は、 めったにな 

いの だ。 

とすると、 ここで、 僕たち はまず 手初めに、 単なる 

憶測 以上の ある ものの 基礎 を 得た ことになるね。 表と 

いう ものが、 一般に 有益な ものである という こと は 明 

白 だ、 が、 この 暗号に かぎって は、 僕たち はほん 

のわず かし かその 助け を 要しない。 いちばん 多い 記号 



は 8 だから、 まず それ を 普通の アルファベットの e と 

仮定して 始める ことにしよう。 この 推定 を 証拠 だてて 

みるた めに、 8 が 二つ 続いて いるか どうか を 見よう 

じ やない か。 —— なぜかと いうと、 英語で は e が 二つ 

つづく ことが かなりの 頻度で あるから だ、 —— たとえ 

ば meet, neet， SPIeed, seen, t>een， 

, agree, などの ようにね。 僕たちの 暗号の 場合で は、 

暗号文が 短い にもかかわらず それが 五 度まで も 重なつ 

ている よ。 

そこで、 8 を e と仮定して みょう。 さて、 英語の す 

ベての 語の なかで、 いちばん ありふれた 語 は、 < き， 



だ。 だから、 最後が 8 になって いて、 同じ 配置の 順序 

になって いる 三つの 記号が、 たびたび 出て いない かど 

うか を 見よう。 そんな ふうに 並んだ、 そういう 文字が 

たびたび 出て いたら、 それ はた ぶん、 < お， という 語 

を あらわす ものだろう。 調べて みると、 そういう 排列 

が 七 力 所 もあって、 その 記号と いうの は； 48 だ。 だか 

ら、； は t を あらわし、 4 は h を あらわし、 8 は e を あ 

ら わして いると 仮定しても よかろう。 —— この 最後の 

記号 はいまで はまず 十分 確証され た。 こうして 一歩 大 

きく 踏み出し たの だ。 

しかも、 一 つの 語が 決った ので、 たいへん 重要な 一 



点 を 決める ことができる わけ だ。 つまり、 他の 語の 初 

めと 終りと を いくつか 決められ るの だね。 たとえば 暗 

号のお しまい 近くの —— 最後から 一 一番 目の ； 48 という 

組合せの あると ころ を 見よう。 と、 そのす ぐ 次に く 

る； が 語の 初めで ある ことが わかる。 そうして、 この 

< お， の 後に ある 六つの 記号のう ち、 僕たち は 五つ ま 

で 知ってい るの だ。 そこで、 わからな いところ は 空け 

ておいて、 その 五つの 記号 を わかって いる 文字に 書き 

かえて みょうじ やない か。 —— 

t eeth 

ここで、 この < A, が、 この 初めの t で 始まる 語の 



一 部分 をな さない ものと して、 すぐに これ を しりぞけ 

る ことができる。 という わけ は、 この 空いて いると こ 

ろへ 当てはまる 文字と して アルファベット を 一 つ 残ら 

ず 調べて みても、 A がその 一部分と なる ような 語が で 

きない ことが わかる からなん だ。 こうして 僕たち は 

1; ee 

に 局限され、 そして、 もし 必要ならば 前の ように アル 

フ アベ ットを 一 つ 一 つ あてて みると、 考えられる 唯 一 

の 読み方と して. - tree, という 語に 到達す る。 こうし 

て (で 表わして ある r という 字 をもう 一 つ 知り、 < the 

tree, という 言葉が 並んで いる ことが わかる の だ。 



この 言葉の 少し 先の 方 を 見て ゆく と、 また； 48 の 組 

合せが あるから、 これ を そのす ぐ 前に ある 語にたい す 

る 句切りと して 用いる。 すると こういう 排列に なって 

いるね。 

the tree ； 4(++?34 the 

つまり、 わかって いると ころへ 普通の 文字 を 置き かえ 

ると、 こうなる。 

the tree thr t_-?3 ii the 

さて、 未知の 記号の かわりに、 空白 を 残す か、 また 

は 点 を 打てば、 こうなる だろう。 

the tree thr • • • h h 

t 



すると < & «.OCTO^, という 言葉が すぐに 明らかになつ 

てく るが、 この 発見 は、 ++、 ？、 3 であら わされて い 

る o、 u、 g という 三つの 文字 を 僕たちに 与えて くれ 

るの だ。 

それから 既知の 記号の 組合せが ないかと 暗号 を 念 入 

りに 捜して ゆく と、 初めの ほうから あまり 遠くない と 

ころに、 こんな 排列が 見つかる。 

83(88 すなわち egree 

これ は 明白に. - degree, という 語の 終りで、. T であら 

わして ある d という 文字が また 一 つ わかる の だ。 

この、" degree, という 語の 四つ 先に 



； 46(；88* 

と いう 組合せが ある。 

既知の 記号 を 翻訳し、 未知の を 前の ように 点で あら 

わすと、 こうなる ね。 

ti . rtee . 

この 排列 はすぐ < thirteen, という 言葉 を 思いつかせ 

6、 * であら わして ある .1、 n という 二つの 新しい 文 

字 を また 教えて くれる。 

今度 は、 暗号文の 初め を 見る と、 

と いう 組合せが あるね。 



前の ように 翻訳す ると、 

• g〇〇d 

となる が、 これ は 最初の 文字が A で、 初めの 二つの 語 

が.' A good, である こと を 確信させる もの だ。 

混乱 を 避ける ために、 もう いまでは、 わかった だけ 

の 鍵 を 表の 形式に して 整えた ほうがいいだろう。 それ 

は f J うなる。 

5 は a を 表わす 

卞〃 d 

8 〃 6 

3 〃 g 



だから、 これで もっとも 重要な 文字が 十一 (化) も 

わかった わけで、 これ 以上 解き方の 詳しい こと を つづ 

けて 話す 必要はないだろう。 僕 は、 この種の 暗号の 造 

作な く 解ける ものである こと を 君に 納得 させ、 また そ 



の 展開の 理論的 根拠に たいする 多少の 洞察 を 君に 与え 

るた めに、 もう 十分 話した の だ。 だが、 僕たちの 前に 

ある この 見本なん ぞは、 暗号文の 実に もっとも 単純な 

種類に 属する もの だと 思いた まえ。 いまではもう、 こ 

の 羊皮紙に 書いて ある 記号 を、 解いた とおりに 全訳し 

たもの を、 君に 示す ことが 残って いる だけ だ。 それ は 

こうだよ。 

> TOOOa glass in the t>isilop-s iiostel in the 

devil-s seat forty-one decrees and minuses 

northeast and t>>- nortli main t>reincli seventh limt> 

east side shoot from the left eye of the death-s-head 



a t>ee-line from the tree thron ぬ Ji the sliot rifty feet 

out; 

(『僧正の 旅籠 悪魔の 腰掛けに て 良き 眼鏡 四十 一 度 十 

どくろ ひだりめ き 

三分 北東 微北 東側 第 七の 大枝 髑髏の 左 眼より 射る 樹ょ 

り 弾 を 通して 五十 フィ— ト 外方に 直距 線』)」 

「だが」 と 私 は 言った。 「謎 は 依然として 前と 同じく 

らい 厄介な よう だね。 『悪魔の 腰掛け』 だの、 『髑髏』 

たわごと 

だの、 『僧正の 旅籠』 だのと いうよう な、 こんな 妄語 か 

ら、 どうして 意味 を ひ つばり 出す ことができる のか 

ね？」 

「そり や あね」 とルグ ランが 答えた。 「ちょっと 見た 



を 書いて ゆく うちに、 当然 句読点 をつ けなければ なら 

ん ような 文意の 切れる ところへ くると、 そういう 連中 

はと かく、 その 場所で 普通より 以上に 記号 を) J ち や) J 

ちゃに つめて 書きが ちな もの だよ。 いまの 場合、 この 

書き物 を 調べて みるなら、 君 はそう いう ひどく 込んで 

いると ころが 五 力 所 ある こと をた やすく 眼に とめる だ 

ろう。 この ヒントに したがって、 僕 はこん な ふうに 区 

分 をし たんだ。 

> TOOOd glass in the t>isilop-s iiostel in the 

devil-s seal: forty-one decrees and 

minutes northeast ^nd t>y north main 



lorancll seventh limt> east siae shioot irom the 

left eye or the death-s-Ile ひ d ひ t>ee-line from the 

tree throllTO^ the St5t £%• feet out; 

(『僧正の 旅籠 悪魔の 腰掛けに て 良き 眼鏡 —— 四十 一 

度 十三 分 II 北東 微北 —— 東側 第 七 の 大枝 —— 髑髏 の 

左 眼よ リ 射る —— 樹ょリ 弾 を 通して 五十 フィ— ト 外方 

に直距 線』)」 

「こういう 区分 を されても」 と 私 は 言った。 「まだ やつ 

ぱリ 僕に はわから ない ね」 

ニー、 三日の あいだ は 僕に も わからなかった よ」 とル 

グ ランが 答えた。 「その あいだ、 獎は サリヴ アン島の 



で、 たいへん 目立って いた。 僕 は その 岩の てっぺんへ 

よじ登つ たんだが、 さて、 それから どうしたらいい か 

と いう ことに は 大いに 途方に 暮れて しまったね。 

さんざんに 考え こんでいる うちに、 僕の 眼 はふと、 

自分の 立って いる 頂上から たぶん 一 お -— ド くらい 下の 

岩の 東の 面に あるせ まい 出っ張りに 落ちた。 この 出つ 

張り は 約 十八 インチ ほど 突き出て いて、 幅 は 一 フィ ー 

くぼ 

ト 以上 はなく、 そのす ぐ 上の 崖に 凹み あるので、 われ 

われの 祖先の 使った あの 背 を 刳った 椅子に あらまし 似 

てい るんだ。 僕 はこれ こそ あの 書き物に ある 『悪魔の 

腰掛け』 にちがいないと 思い、 もうあの 謎の 秘密 をす つ 



また 岩のと ころへ ひき 返した。 

出っ張りの ところへ 降りる と、 一 つのき まった 姿勢 

でなければ 席 を 取る ことができな いと いう ことが わ 

かった。 この 事実 は 僕が 前から もっていた 考え をます 

ます 確かめて くれたの だ。 それから 眼鏡の 使用に とり 

かかった。 むろん、 『四十 一度 十三 分』 というの は現視 

地平 (^) の 上の 仰角 を 指して いるものに ちがいない。 

なぜなら、 水平線 上の 方向 は 「北東 微北」 という 言葉 

ではつ きり 示されて いるんだ からね。 この 北東 微 北の 

方向 を 僕 は 懐中 磁石です ぐに 決めた。 それから、 眼鏡 

を 大体の 見当で できるだけ 四十 一度 の 仰角に 向 



を 指す ものに 決って いるし、 また 『髑髏の 左 眼より 射 

る』 というの も、 埋められた 宝の 捜索に 関して 唯一 の 

解釈し か 許さない ものだった から。 僕 は、 頭蓋骨の 左 

の 眼から 弾丸 を 落す 仕組みに なって いるので、 また、 

幹の いちばん 近い 点から 『弾』 (つまり 弾丸の 落ちた と 

ころ) を 通して 直 距離、 あるいは 別の 言葉で 言えば 一 

直線 を 引き、 そこから さらに 五十 フィ— トの 距離に 延 

長 すれば、 ある 一定の 点が 示される だろう、 という こ 

と を 悟った。 —— そして、 この 地点の 下に 貴重な 品物 

が 隠されて いると いう こと は、 少なくともない とも 言 

えぬ こと だと 考えた しだいな のさ」 



事実 だね。 (幾度 もやって みて、 それが 事実 だとい う 

こと を 僕 は 確信して るんだ) 

この 『僧正の 旅籠』 へ 探検に 行った ときには、 ジュ 

ピタ— も 一緒につ いてきた が、 あいつ は、 それまでの 

数 週間、 僕の 態度の ぼんやり している ことに ちゃんと 

気がつい ていて、 僕 を 一人で はおかぬ ようにと くに 注 

意 をして いた。 だが その 次の 日、 僕 は 非常に 早く 起き 

て、 うまく あいつ をまい て、 例の 木 を 捜しに 山の なか 

へ 行つ たんだ。 ずいぶん 骨 を 折った 末、 そいつ を 見つ 

けた。 夜に なって 家へ 帰る と、 奴さん は 僕 を 折檻し 

ようとい うんだ よ。 それから のちの 冒険に ついては、 



君 は 僕 自身と 同様によ く 知 つ て いる はず だ」 

「最初に 掘った ときに」 と 私が 言った。 「君が 場所 を 

まちがえ たの は、 ジ ュ ピタ ー がまぬ けに も 頭蓋骨の 左 

の 眼からで はなくて 右の 眼から 虫 を 落した ためだった 

ん だね」 

「そのと おりさ。 そのし くじり は 『弾』 のと ころに I 

I つまり、 木に 近い ほうの 杭の 位置に —— 二 インチ 半 

ほどの 差が できた。 そして、 もし 宝が 『弾』 の 真下に 

あつたの なら、 この 誤り はなんでも なかったろう。 と 

ころが、 『弾』 と、 木の いちばん 近い 点と は、 ただ 方向 

の 線 を 決定す る 二 点に すぎなかった の だ。 むろん その 



誤り は、 初めは 小さな もので あっても、 線 をのば して 

ゆく にしたがって 大きくな り、 五十 フィ— トも 行った 

ときには、 すっかり 場所が 違って しまった のさ。 宝が 

どこか この辺に ほんとうに 埋められ ている という 深い 

確信が 僕に なかったなら、 僕たちの 骨折 リも すっかり 

無駄に な つ てし まう ところ だ つ たよ」 

r 頭蓋骨 を 用いる という 思いつ き —— 頭蓋骨 の 眼から 

弾丸 を 落す という 思いつき —— は、 海賊の 旗から キッ 

ドが 考えついた こと だろうと、 僕 は 思う ね。 きっと 彼 

きしょ ラ 

は、 この 気味の わるい 徽章で 自分の 金 を 取り もどす こ 

とに、 詩的 調和と いったよ うな もの を 感じたん だぜ」 



「あるいはそう かもし れん。 だが 僕 は、 常識と いう こ 

とが、 詩的 調和と いう ことと まったく 同じく らい、 こ 

のこと に 関係が あると 考えずに はいられな いんだ。 あ 

の 『悪魔の 腰掛け』 から 見える ために は、 その物 は、 

もし 小さい 物なら、 どうしても 白くな くち やならん。 

ところで、 どんな 天候に さらされても、 その 白 さ を 保 

ち、 さらに その 白 さを增 しもす る ものと して は、 人間 

の 頭蓋骨に かなう もの はない からな (2)」 

かぶとむし 

「しかし 君の 大げさな ものの 言いぶ リゃ、 甲虫 を 振 

り まわす 振舞いと いったら —— そり や あ 実に 奇妙き て 

れつだった ぜ！ 僕 はてつ きリ 君が 気が狂つ たの だと 



骸骨 はなん と 解釈す ベ き だ ろうね？」 

「それ は 僕に だ つ て 君 以上に は 答えられぬ 問題 だよ。 

しかし、 あれ を 説明す るのに たった 一 つ だけ もっとも 

らしい 方法が あるよう だな。 僕 の 一一 一一 n うような 凶行 

があった と 信ずる の は 恐ろしい こと だが ね。 キッドが 

—— もし ほんとうに キッドが この 宝 を 隠した のなら だ 

よ。 僕 はそうと 信じて 疑わない が —— 彼が それ を 埋め 

ると きに 誰かに 手伝って もらった こと は 明らか だ。 だ 

が、 その 仕事の いちばん 厄介な ところが すんで しまう 

と、 彼 は 自分の 秘密に 関係した 者 ども を みんな 片 づけ 

てし まった ほうが 都合が いいと 考えたん だろう。 それ 



に は、 たぶん、 手伝 人た ちが 穴の なかで せっせと 働い 

ている 時に、 鶴嘴で 二つ も 食らわせば 十分だった ろう 

よ。 それとも、 ーダ— スも 殴りつ けなければ ならな 

かった か、 —— その 辺 は 誰に だって わからん さ」 



(1) "All in the wrong" —— イギリスの 俳優で 

劇作家 の Arthur Murphy (一七 二 七 I 一 八 

〇 五) の 喜劇。 一 七 六 一 年 初演。 一 八 三 六 年 

に 二 ュ ー ョ ー ク でも 上演され た。 

(2) Huguenot —— 十六、 七 世紀 頃の フランス 



の 新教徒。 一六 八 五 年に ルイ 十四 世に よって 

ナント 勅令が 廃棄され、 新教が 禁止され ると、 

多くの 新教徒が アメリカの 植民地に 移住した。 

(3) New Orleans —— ミシシッピ 河の 海に 注 

ぐ あたりの ルイジアナ 州に ある 都会。 

(4) Fort Moultrie —— チヤ ー ルス トン 港の 防 

御の ために 一 七 七 六 年に 建てられ、 まだ 

竣功 しないう ちに アメリカ 軍の William 

Moultrie ( 一 七三 一 I 一 八 〇 五) 大佐が ここ 

こも 

に 立て籠って イギリス 軍 を 防いだ ので、 その 

名が 付せられ た。 ポ— は 青年時代に 軍隊に い 



ようさい 

たと きしば らくこの 要塞に 勤務して いた こと 

が ある。 

(5) palmetto 南カロライナ 州 は 一 名 

ク Palmette State, と言われる ほど だから、 こ 

の棕櫚 がよ ほど 多い のであろう。 

(6) Jan Swammerdam ( 一 六 三 七 I 八 〇) 

こんちゅう 

オランダの 有名な 博物学 者。 ことに 昆虫学 

しゅうしゅう 

者と して、 その 蒐集と 著述と が 知られて い 

る。 

(7) ルグ ランが antennoe (触角) と 言い かけた 

の を、 ジ ュピタ ー は tin (錫) のこと と 思い 違 



い をした のであろう。 ボ— ドレ— ルは 

"csaembour ^ssac^ra^^^ だと 書いて いる 

が、 日本語で もや はり 訳されな いこと は 同様 

である。 

(8) この 「高い」 loud という 語 は、 ス テッド マ 

ン • ウッドべ リ ー 版に は 「低い」 low とな つ 

ている が、 ハリス ン版、 イングラム 版、 その 

他の 諸 版に はみ な 前者に なって いる。 ボ ー ド 

レ— ルの 訳本 も その 意味に 訳して ある。 ス 

テッド マン 版 はこの 語 を グリズウォルド 版に 

拠った のであろう か。 しかし、 ここで は 前者 



をと る ことにして、 意味が まったく 反対に 

な つ ている 相違な ので 特に 注 をして おく。 

( 9 ) dark lantern —— 光 を さ え ぎ る 蓋の ついて 

いる 角灯。 

(^) guinea —— 十七 世紀 後葉 アフリカ 西海岸 

のギ 二— 地方に 産す る 金で 初めて 錡 造され た 

往時の イギリスの 金貨。 一 八 一 三年 以降 は錡 

造され なかった の だから、 この 物語の 書かれ 

た 当時に もす でに、 一般に 流通して いなかつ 

たので ある。 

る つぼ 

(u) 鉱物 を 溶解 するとき に 炉床 または 坩堝の 底 



に 沈澱す る もの。 

(は) William Kidd ( 一 六 四 五？ I 一七 〇 二 I 

I 十七 世紀の 末の 有名な 海賊。 スコット ラン 

ドに 生れ、 初め 剛胆な 船長と して 世に 知られ 

ていたが、 のち 海上 生活 を 退いて ニュ ー ョ— 

クに 隠退 中、 その 船舶 操縦 術の 手腕 を 時の 植 

民 大臣 Earl of Bellamont に 認められ、 当時 

アメリカの 沿岸お よび インド洋に 横行して い 

そうめ つ 

た 海賊 を 剿滅せ よとの 命 を 受けて、 一 六 九 六 

年に "Adventure" 号の 船長と して イング ラ 

ンドの プリマス 港から 出帆し、 ニュ— ョ ー ク 



する ものであった。 しかし、 「キッド 船長の 

宝」 が 大西洋の どこかの 海岸に まだ 埋められ 

ている という 噂 は、 その後 も 永く 世間に 伝え 

られ ていた。 

(^) この 暗号文の うち 一力 所 は、 ス テッド マン- 

ウッド ベリ— 版お よび ハリス ン 版が、 他の 諸 

版と 異なって いる。 他の 諸 版の 〃forty-one 

decrees" に 当る 記 nlr 力 が twenty-one 

degrees" になって いるから である。 (初め か 

ら四 十四 番目 11.3 丄が 8*; ：… 

) これ は、 のちに 注^に おいてし 



るすよう な 理由で、 たぶん、 作者 自身が 一 八 

四 五 年 出版の 彼の 『物語 集』 にの ちの 刊行の 

準備と して 自筆で 推敲の 筆 を 加えた ときに、 

書き直した ものであろう。 ス テッド マン. 

ウッド ベリ— 版、 ハリス ン版 は、 その ポ ー の 

自筆 を 加えた いわゆる 口 リマ— • グレ アム 本 

を 参照して、 それに 拠った ので ある。 しかし、 

ハリス ン 版の 訂正 個所 はまちが つてい るし、 

また ハリス ン版、 ス テッド マン 版と もに あと 

の 記号の 数のと ころが 訂正 暗号に 合って いな 

いので、 この 訳本で は あとのほうの 数字 を訂 



正したり する こと は 避けて、 普通の 諸 版の も 

との 暗号 を 用いる ことにした。 他の 諸 版に も 

それぞれ 小さな 誤りが あるので、 以下 暗号に 

関する かぎり、 諸 版から 妥当と 思う ところ を 

取る ことにする。 

ふる 

(s) Golconda —— インドの 南部に ある 旧い 町 

金剛石の 巿場 として 有名であった。 

(^) Spanish main —— 往時、 南アメリカの 北 

海岸の オリ ノコ 河 または アマゾン 河の 口から 

パナマ 海峡に 至る 一帯の 地方 や、 カリブ海の 

これに 接した 部分 を、 漠然と 指した 名称。 ス 



ペインと 南アメリカとの 航路に 当り、 昔 さか 

んに 海賊が 出没した。 

(S) この 「十一」 は、 ス テッド マン 版、 イング 

ラム 版、 ハリス ン版 等の 標準 版に はみ な 前の 

行の 「？" u」 を 除いて 「十」 となって いる 

が、 これ はた ぶん 作者 自身の 誤りであろう。 

「？" u」 を 加えて 「十 一 」 となって いる 版 も 

あるので、 それにし たがう。 

(^) 実際に 見得べき 水と 空との 分界線。 

(化) この 「四十 一度」 は、 ハリス ン 版と ス テツ 

ド マン. ウッド ベリ— 版で は、 すべて 「二十 



一 度」 となって いる。 事実、 「四十 一 度 十三 分 

力なた 

の 仰角」 で 見て、 「はるか 彼方に」 見える 大木 

というの は、 あまりに 高 過ぎて 不自然、 ある 

いはむ しろ 不合理であろう。 しかし この 変更 

は 注^で 書いた ように、 暗号文の 記号と 共に、 

おそらく、 ポ— がの ちの 刊行 本のた めの 用意 

にと きどき 筆 を 加えて おいた いわゆる ロリ 

マ— • グレ アム 本の、 自筆の 書き入れに 拠つ 

たもの らしく、 まだ 決定的な、 あるいは 完全 

な、 訂正で はない ので、 この 訳本で はすべ て 

もとの 「四十 一度」 にして おいた。 
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